
11
月
に
入
っ
て
も
さ
ほ
ど
寒
く

な
ら
な
い
昨
今
で
す
が
、
例
年
通

り
今
年
も
多
少
弱
っ
て
い
る
桜
へ

の
施
肥
と
、
伐
採
済
み
の
桜
枝
の

焼
却
を
地
元
箱
清
水
の
史
跡
五
郎

沼
愛
護
会
（
箱
崎
勝
之
代
表
）
で

行
い
ま
し
た
。

堤
体
に
は
例
年
に
比
べ
て
草
の

青
緑
が
ま
だ
残
っ
て
お
り
、
桜
の

黄
、
も
み
じ
の
赤
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
き
れ
い
で
し
た
。
そ
し
て
、

下
の
写
真
の
よ
う
に
、
湖
面
に

映
っ
た
桜
の
紅
葉
も
ま
た
、
見
ご

た
え
が
あ
る
な
と
改
め
て
思
い
ま

し
た
。

そ
し
て
、
朝
夕
方
に
な
り
ま
す

と
湖
面
に
は
既
に
飛
来
し
た
白
鳥

が
来
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
五
郎
沼
の
冬
に
は
渡
り
鳥
が

い
る
の
が
当
た
り
ま
え
で
、
そ
れ

が
ま
た
似
合
い
ま
す
ね･･

･･

。
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五
郎
沼
の
紅
葉
も
き
れ
い
で
す

4月12日

紫波五郎沼歴史研究会（佐藤観
悦代表）では、歴史文化を活かし
たまちづくり事業の一環として、
赤石・古館公民館を会場に「歴史
遺産の未来を考える」をテーマに
二回シリーズの歴史講演会を開催
しました。考古学・古代史を専門
とする盛岡市遺跡の学び館文化財
主査の今野公顕(ただあき)氏を講
師に、歴史遺産の望ましい保存・

活用の在り方、
歴史遺産を活
かした個性的
な地域づくり
の意義やその
手法などにつ
いて、国指定
史跡志波城跡

の発掘調査や保存整備に関わった
自らの経験や知見を交えながら具
体的に解説されました。
特に、歴史遺産を地域づくりや

観光施策などに活かすためには、
文化財がもつ本質的な「歴史的価
値」を見極め、観光・教育などの
資源としての「現代的価値」を高
め、歴史遺産が所在する自然環境
や周辺環境、歴史遺産の現状など
に留意しながら、模倣ではなくそ
の土地の個性を重視した活用が歴
史遺産を次世代に継承させること
につながると説いています。
さらに、歴史愛好者だけではな

く、子どもから大人まで幅広い世
代・立場の人々がそれぞれ興味の
ある分野や得意な分野に様々な形

で主体的に参加できるように敷居
を下げ、活動の門戸を開け、歴史
遺産を支える底辺人口を増加させ
ていく取組が重要であると力説し
ています。
この講演会のレジュメは、五郎

沼の活用方策や今後の在り方を検
討する際に、一つの方向性を示唆
しているものと考えられます。
（紫波五郎沼歴史研究会 大沼信忠）

歴史遺産の未来を考える ～歴史遺産はだれのもの？／をいかす～

駐車場のもみじの紅葉

紅葉と落ち葉と緑草コントラストの中で施肥

水面鏡に映る紅葉

会場の様子（古館公民館）今野先生

今年も既に飛来した白鳥などの渡り鳥



沼の堤体には桜以外に草花もたくさんあります。今回も箱清水にお住まいの、

三田地節子さんより説明を受けご案内します。今回は「実」です。

五
郎
沼
が
築
堤
さ
れ
た
こ
ろ
・
比
爪
藤
原
氏
の
時
代
（
10
）

北
条
館
跡
発
掘
調
査
現
場
か
ら

在
堤
防
工
事
の
関
係
で
北
条
館

跡
南
外
郭
部
分
の
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
北
条
館
は
戦
国

時
代
に
肥
爪
城
と
い
わ
れ
て
い
た

場
所
と
さ
れ
、
豊
臣
秀
吉
の
奥
州

仕
置
き
で
破
却
さ
れ
ま
し
た
。
外

堀
の
存
在
は
地
籍
図
等
か
ら
推
定

さ
れ
て
い
た
縄
張
り
図
か
ら
予
想

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
発
掘
に
よ
り
図
の

２
ヶ
所
か
ら
想
像
以
上
に
巨
大
な

外
堀
が
出
現
し
ま
し
た
。
北
側
の

堀
は
馬
出
の
郭
を
想
像
さ
せ
る
よ

う
な
二
重
の
堀
跡
で
す
。
南
側
は

深
さ
が
３
ｍ
以
上
、
は
ば
５
ｍ
以

上
で
、
下
層
の
岩
盤
ま
で
掘
削
さ

れ
た
巨
大
な
堀
跡
で
す
。
内
部
の

調
査
は
未
だ
継
続
中
で
す
。
す
で

に
現
地
説
明
会
は
終
了
し
ま
し
た

が
、
日
々
新
し
い
発
見
が
出
そ
う

な
現
場
で
、
目
が
離
せ
な
い
状
況

で
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
、
現
在
内

堀
と
土
塁
が
残
る
主

郭
部
分
東
側
の
発
掘

調
査
に
入
る
予
定
で

す
。
位
置
的
に
大
銀

遺
跡
の
北
側
に
在
り
、

樋
爪
氏
時
代
の
館
の

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

作
業
の
妨
げ
に
な
ら

な
い
範
囲
で
、
ぜ
ひ

実
際
に
見
て
い
た
だ

き
た
い
遺
跡
で
す
。

（
石
幡

信
）

◀花期8-10月････名の

由来は、江戸時代「大和

木草」など五文献に登上

する江戸時代に「溝ソ

バ」の名前は定まってい

たとの事。湿った場所に

群生し花草姿がソバの花

に似ている事から。葉の

形は牛の額に良く似てい

る。

▲花期5-6月････名前の由来は、

花も実も梅に似ていないが、ツル

から伸びた枝や葉の形の付き方か

ら梅の枝に似ているとの事。

▼花期8-10月 ････名前の由来は１cmの球

形の実が雀瓜であるのに対し6cm程の楕円

形で大きい事から「カラスの瓜」と名付け

られた。また夏に咲く花も美しくて捨てが

たい。真っ白い花の縁がレース状に裂けて

▲花期5-6月････葉の卵形で毛があり枝先

に花序を出し白い花を咲かせる。花には独

特な匂いがあり昆虫が蜜を求めて集って来

る。花実は9-10月に真っ赤に熟す。霜が

降りる頃には甘みも増して生食が出来る。

◀花期4-5月････名

前の由来は、樹皮が

赤褐色で乾燥地や岩

山に良く育つ事から。

秋には出来たての緑

色で美しい松の実が

見られる。冬を越す

と枯れ色になり地上

にこぼれ落ちる。

繊細な形

である。

北条舘跡 縄張り図

現在の南大橋

マックス
バリュー

し
尿
処
理
場

…堀

…現存土塁

現在・調査中

北条舘跡 外堀


